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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造Ｘ－Ｙ－Ｚを有するポリマーを含む膜、ここで
　Ｘは窒素含有複素環を含み；
　Ｙは結合基であり；及び
　Ｚはポリマー骨格であり；
　膜はポリマー電解質膜である。
【請求項２】
　ポリマー電解質膜が、燃料電池の部品である、請求項１の膜。
【請求項３】
　窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、１Ｈ－ベ
ンゾトリアゾール、ピリミジン、ピラジン、プリン、イミダゾール、ピラゾール、ピリジ
ン及びこれらの誘導体から成る群より選択される、請求項１の膜。
【請求項４】
　窒素含有複素環が５より低いｐＫａを有する、請求項１の膜。
【請求項５】
　窒素含有複素環が２．６以下のｐＫａを有する、請求項１の膜。
【請求項６】
　窒素含有複素環が、該環に結合した電子吸引基を有する、請求項１の膜。
【請求項７】
　電子吸引基が、フッ素原子又は少なくとも一つのフッ素原子を含む基である、請求項６
の膜。
【請求項８】
　窒素含有複素環が、置換基としてフッ素原子又はフルオロアルキル基を有する、請求項
７の膜。
【請求項９】
　窒素含有複素環が、約２．６より低いｐＫａを有するフッ素化されたイミダゾール環で
ある、請求項１の膜。
【請求項１０】
　Ｙが２以上の炭素原子を有するアルキル鎖を含む、請求項１の膜。
【請求項１１】
　Ｚが、シリコン原子を含むハイブリッド無機－有機マトリックスを含む、請求項１の膜
。
【請求項１２】
　Ｚがポリ（ビニル）ポリマー骨格であり、かつＸがピリミジン、ピラゾール又はトリア
ゾールを含む、請求項１の膜。
【請求項１３】
　窒素含有複素環がトリアゾールである、請求項１の膜。
【請求項１４】
　ポリマー骨格がポリマー骨格に結合した酸性基を有する、請求項１の膜。
【請求項１５】
　酸性基がホスホン酸基である、請求項１４の膜。
【請求項１６】
　酸性基がスルホン酸基である、請求項１４の膜。
【請求項１７】
　Ｘがピリミジン、ピラゾール又はトリアゾールを含む、請求項１４の膜。
【請求項１８】
　Ｘがフッ素化されたピリジン基を含む、請求項１４の膜。
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【請求項１９】
　Ｚがシリコン原子を含むハイブリッド無機－有機マトリックスを含み、かつ
　Ｘがトリアゾールである、請求項１４の膜。
【請求項２０】
　ポリマーが以下を含む、プロトン伝導性ポリマー：
　ポリマー骨格；
　該ポリマー骨格に結合した又はポリマー骨格中に含まれる窒素含有複素環、
　該窒素含有複素環は、約５より低いｐＫａを有する。
【請求項２１】
　該窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、ピリミ
ジン、１Ｈ－ベンゾトリアゾール、プリン、イミダゾール、ピラゾール、ピラジン、ピリ
ジン及びこれらの誘導体から成る群より選択される、請求項２０のプロトン伝導性ポリマ
ー。
【請求項２２】
　該窒素含有複素環が、ハロゲン化されたイミダゾール又はハロゲン化されたピリジンで
ある、請求項２０のプロトン伝導性ポリマー。
【請求項２３】
　該ポリマー骨格がポリ（ビニル）ポリマーであり、かつ該窒素含有複素環がトリアゾー
ルである、請求項２０のプロトン伝導性ポリマー。
【請求項２４】
　以下を含む、プロトン伝導性複合物：
　酸性基を含む化合物；及び
　結合基により第二の複素環に結合した第一の複素環を含む化合物、該結合基は２～２０
原子を有する。
【請求項２５】
　酸性基を含む化合物が無機酸化合物であり、複合物がさらにプロトン伝導性ポリマーを
含む、請求項２４の複合物。
【請求項２６】
　該化合物が構造Ｈ１－Ｌ－Ｈ２を有する、請求項２４の複合物：
　ここで、
　Ｈ１は第一の窒素含有複素環；
　Ｈ２は第二の窒素含有複素環；及び
　Ｌは結合基であり、
　該化合物はポリマーではない。
【請求項２７】
　酸性基を含む化合物がポリマーである、請求項２６の複合物。
【請求項２８】
　該ポリマーがスルホン化されたポリマーである、請求項２６の複合物。
【請求項２９】
　該ポリマーが、スルホン化されたポリスルホンである、請求項２６の複合物。
【請求項３０】
　該第一の窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、
１Ｈ－ベンゾトリアゾール、ピリミジン、ピラジン、プリン、イミダゾール、ピラゾール
及びこれらの誘導体から成る群より選択される、請求項２６の複合物。
【請求項３１】
　該第一の窒素含有複素環が、トリアゾール又はピリミジンである、請求項３０の複合物
。
【請求項３２】
　以下を含むプロトン伝導性ポリマー：
　シリコン原子を含むハイブリッド無機－有機マトリックス；
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　該ハイブリッド無機－有機マトリックスに結合した酸性基；及び
　該ハイブリッド無機－有機マトリックスに結合した窒素含有複素環。
【請求項３３】
　該窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、１Ｈ－
ベンゾトリアゾール、ピリミジン、ピラジン、プリン、イミダゾール、ピラゾール、ピリ
ジン及びこれらの誘導体から成る群より選択される、請求項３２のプロトン伝導性ポリマ
ー。
【請求項３４】
　該窒素含有複素環が、フッ素化されたピリジン、ピリミジン、トリアゾール及びこれら
の誘導体から成る群より選択される、請求項３２のプロトン伝導性ポリマー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　本発明に従う例示のポリマーは、さらに、ポリマー骨格に結合した無機酸基、及び／又
は他のプロトン溶媒基、例えばイミダゾール及びこれらの誘導体、例えばフッ素化イミダ
ゾール、例えば我々の同時係属特許出願において記載するようなものを含んでも良い。
　本発明に従う例示のＰＥＭは、さらに、遊離酸分子、水、不溶性無機酸塩等を含み、例
えば我々の同時係属出願において述べているように、プロトン伝導性を高めても良い。酸
性基、例えば遊離酸性分子の一部又はポリマー骨格に結合した酸性基は、化学技術におい
て公知であり、かつ我々の同時係属出願中においてさらに考察されている。
　本明細書に記載する化合物の適用は、イオン伝導性膜、例えばプロトン伝導性膜及びア
ルカリイオン伝導性膜を含む。他のＰＥＭの用途は、我々の同時係属出願において開示さ
れており、又は当業者にとって明らかであろう。向上した燃料電池が、少なくとも本明細
書で開示した化合物を部分的に含む（又は用いて合成される）ＰＥＭを用いて製造できる
。他の適用は、ダイレクトメタノール型燃料電池、エレクトロクロミック電池、コンデン
サー及び他の電気化学的な装置を含んでも良い。本明細書に述べたポリマーを含むＰＥＭ
は、乾燥大気中においてより高い温度で高いプロトン伝導性を；良好な機械的特性を；及
び高い熱安定性を提供する。
　なお、本発明の具体的な態様を以下に表す。
（１）構造Ｘ－Ｙ－Ｚの化合物、ここで、
　Ｘは複素環を含み；
　Ｙは結合基であり；及び
　Ｚは重合可能な基又はポリマー骨格である。
（２）Ｘが７より低いｐＫａを有する、（１）の化合物。
（３）Ｘが５より低いｐＫａを有する、（１）の化合物。
（４）Ｘが２．６以下のｐＫａを有する、（１）の化合物。
（５）Ｘが窒素含有複素環、酸素含有複素環又は硫黄含有複素環を含む、（１）の化合物
。
（６）Ｘが、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、１Ｈ－ベンゾトリ
アゾール、ピリミジン、ピラジン、プリン、イミダゾール、ピラゾール、ピリジン及びこ
れらの誘導体から成る群より選択される窒素含有複素環を含む、（１）の化合物。
（７）該窒素含有複素環が、該環に結合した電子吸引基を有する、（６）の化合物。
（８）該電子吸引基が、フッ素原子又は少なくとも一つのフッ素原子を含む基である、（
６）の化合物。
（９）Ｘが、約２．６より低いｐＫａを有するフッ素化されたイミダゾール環である、（
６）の化合物。
（１０）Ｙが２以上の炭素原子を有するアルキル鎖を含む、（６）の化合物。
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（１１）Ｚが重合可能な基である、（６）の化合物。
（１２）Ｚがビニル基、エポキシ基又は加水分解可能なシリコン含有基である、（１１）
の化合物。
（１３）Ｚがポリマー骨格である、（６）の化合物。
（１４）Ｚが、シリコン原子を含むハイブリッド無機－有機マトリックスを含む、（６）
の化合物。
（１５）該ハイブリッド無機－有機マトリックスがそこへ結合した酸性基を有する、（１
４）の化合物。
（１６）Ｚが、ポリマー骨格に結合した酸性基を有するポリマー骨格である、（６）の化
合物。
（１７）該酸性基が、ホスホン酸基である、（１６）の化合物。
（１８）該窒素含有複素環が、置換基としてフッ素原子又はフルオロアルキル基を有する
、（６）の化合物。
（１９）Ｚがポリ（ビニル）ポリマー骨格であり、かつＸがピリミジン、ピラゾール又は
トリアゾール基を含む、（１）の化合物。
（２０）ポリマーが以下を含む、プロトン伝導性ポリマー：
　ポリマー骨格；
　該ポリマー骨格に結合した又はポリマー骨格中に含まれる窒素含有複素環、
　該窒素含有複素環は、約５より低いｐＫａを有する。
（２１）該窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、
ピリミジン、１Ｈ－ベンゾトリアゾール、プリン、イミダゾール、ピラゾール、ピラジン
、ピリジン及びこれらの誘導体から成る群より選択される、（２０）のプロトン伝導性ポ
リマー。
（２２）該窒素含有複素環が、ハロゲン化されたイミダゾール又はハロゲン化されたピリ
ジンである、（２０）のプロトン伝導性ポリマー。
（２３）該ポリマー骨格がポリ（ビニル）ポリマーであり、かつ該窒素含有複素環がトリ
アゾールである、（２０）のプロトン伝導性ポリマー。
（２４）以下を含む、プロトン伝導性複合物：
　無機酸化合物又は酸性基を含む化合物；及び
　結合基により第二の複素環に結合した第一の複素環を含む化合物、該結合基は２～２０
原子を有する。
（２５）プロトン伝導性ポリマーをさらに含む、（２４）の複合物。
（２６）該化合物が構造Ｈ１－Ｌ－Ｈ２を有する、（２４）の複合物：
　ここで、
　Ｈ１は第一の窒素含有複素環；
　Ｈ２は第二の窒素含有複素環；及び
　Ｌは結合基である。
（２７）酸性基を含む化合物がポリマーである、（２６）の複合物。
（２８）該ポリマーがスルホン化されたポリマーである、（２６）の複合物。
（２９）該ポリマーが、スルホン化されたポリスルホンである、（２６）の複合物。
（３０）該第一の窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾ
ール、１Ｈ－ベンゾトリアゾール、ピリミジン、ピラジン、プリン、イミダゾール、ピラ
ゾール及びこれらの誘導体から成る群より選択される、（２６）の複合物。
（３１）該第一の窒素含有複素環が、トリアゾール又はピリミジンである、（３０）の複
合物。
（３２）以下を含むプロトン伝導性ポリマー：
　シリコン原子を含むハイブリッド無機－有機マトリックス；
　該ハイブリッド無機－有機マトリックスに結合した酸性基；及び
　該ハイブリッド無機－有機マトリックスに結合した窒素含有複素環。
（３３）該窒素含有複素環が、１，２，４－トリアゾール、１，２，３－トリアゾール、
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１Ｈ－ベンゾトリアゾール、ピリミジン、ピラジン、プリン、イミダゾール、ピラゾール
、ピリジン及びこれらの誘導体から成る群より選択される、（３２）のプロトン伝導性ポ
リマー。
（３４）該窒素含有複素環が、フッ素化されたピリジン、ピリミジン、トリアゾール及び
これらの誘導体から成る群より選択される、（３２）のプロトン伝導性ポリマー。
（３５）酸性基含有ポリマー及び柔軟な有機置換基を有する複素環化合物を含む、プロト
ン伝導性複合物。
（３６）本明細書で実質的に記載された化合物。
（３７）（１）－（１９）及び（３６）の化合物、（２０）－（２３）及び（３２）－（
３４）のプロトン伝導性ポリマー、又は（２４）－（３１）及び（３５）の複合物を含む
、ポリマー電解質膜。
（３８）（３７）のポリマー電解質膜を含む燃料電池。
（３９）本明細書で実質的に記載された化合物の調製方法。
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